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材料と方法
Fig. 1

小見出し
本学会は，様々な分野の会員によって構成されており，他学会には無い豊富な知的ストックとそれらを社会に還元するというミッションをこれまで伝統的に担って参りました．多くの先生方のご努力で，会誌も年間4号発行し，内容も充実したものとなっています．多くの会員が参加される年次大会も，近畿圏とその他の地域で順番に開催されるなど，毎年，盛大に行われて参りました．Table 1

本学会主催の各種セミナーや講演会，講座なども，会員はもちろんのこと，多くの学会員以外の方も巻き込みなが実施して参りました．しかし，私たちが再び担当する今期は，学会にとって，深刻で危機的な問題がいくつか突き付けられているのが現実です．
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＜Figure legends＞

Fig. 1 This is an example of a figure illustration.

Fig. 2 This is another example of a figure illustration.
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